





































































































	表紙 
	序文　青年海外協力隊事務局長  金　子　洋 三 
	まえがき　 前青年海外協力隊事務局技術顧問　大　野 正 雄 
	目次
	Ⅰ 理数科教育協力30余年の歩み 
	1 理数科教育協力は1965（昭40）年から始まる 
	2 アフリカ諸国への理数科教育協力の移りかわり 
	3 アジア諸国への理数科教育協力の移りかわり 
	4 中南米諸国への理数科教育協力はホンデュラスから 
	5 オセアニア諸国への理数科教育協力はサモアから 
	6 東ヨーロッパ諸国への協力は１回限り 

	Ⅱ 理数科教育協力の多様性と隊員活動の多様性 
	1 小学校への理数科教育協力 
	2 中等学校への理数科教室授業 
	3 教員養成と現職教員研修への協力 
	4 カリキュラム開発と教科書づくり 
	5 施設・設備と器具・器材の供与 

	Ⅲ 教師隊員としての本領発揮の場 
	1 学校での一教員としての活動 
	(1) マンパワーの発揮こそ教師の仕事 
	(2) カウンターパートと共に汗を流す… 
	(3) ないものはつくり間に合わせる－教材、教具の工夫と製作 

	2 日本からやって来た教師隊員として日本理解の学習の場をつくる 
	(1) “日本クラブ”を新設 
	(2) 校内に“日本コーナー”をつくり掲示 

	3 特色ある隊員活動の事例 
	(1) フィリピンの「理数科教育パッケージ協力｣＜実践報告より＞ 
	(2) 要請された学校に｢席｣がなく、地域学校群を巡回指導〈同上〉 
	(3) 現職教員の特色を生かした活動計画一現地校と内他校との交流〈同上〉 





